
城下町探訪４４ 

２０１０／２／４ 

 

本立寺跡と伊織霊水 
  井戸の分布地図を片手に、松本市内の井戸めぐりを楽しんでおられる市民や旅行者の

姿を見かけます。井戸のなかに「 伊
い

織
お り

霊水」と命名されたところがあります。そこは、

かつて 本立寺
ほ ん り ゅ う じ

という寺があった場所です。本立寺は寺が集まっている城下の南東部の一

角にあった寺で、中町の側から門前に延びた小路は、寺の名をとって本立寺小路と呼ば

れています。  
 
１ 本立寺 
 （１）いろいろな寺が出入りした場所 

    本立寺は、『信府統記』に法華宗寺院として「松栄山本立寺 甲州身延久遠寺末ナ

リ、城下中町ニアリ」とあり、さらに続けて「当寺開基ハ天正十一癸未年久遠寺拾

七世ノ聖人慈雲院日新ノ草創ナリ」と記されています。  
    法華宗の寺として、同書は同じ中町にあった妙法山広福寺（開基寂定院日瑛 慶

長十九年草創）と渚の迦葉山妙福寺（身延山日意上人 永正元年）の３寺を挙げる

だけです。法華宗寺院は数は多くありませんでした。  
 本立寺の場所は、さまざまな寺院が入れ替わったこと

が旧版『松本市史』に書かれています。城主が移動する

たびに、城主の家と関係が深い寺院は前任地からついて

来たり、移動先へついて行ったりしました。本立寺の場

所ではそれを典型的にみることができます。同書からそ

の様子をみましょう。  

本立寺小路  
 

 
①本立寺が現在地に移るまで 

本立寺の前身は 出川
い で が わ

にあったといいます。それを 島
し ま

立
だ ち

貞永
さ だ な が

が 地蔵
じ ぞ う

清水
し み ず

へ移し、小笠原貞慶が 上土
あ げ つ ち

に移して

慈雲院日新上人をよんで中興開山にし、石川康長が慶長

の初年に中町の現在地へ移したといいます。石川数正の

代に提出させたとみられている検地帳には、本立寺は庄

内のなかに５０石の寺領を持っており、この石高は浅間

の 大隆寺
だ い り ゅ う じ

の１００石、横田の宗玄寺７８石余に次ぐもの

です（『長野県史』近世史料編第５巻（１））。  
 

②小笠原秀政の代 

小笠原秀政の代になると、母親の 延寿院
え ん じ ゅ い ん

が本立寺に帰依して菩提寺にしたため、

秀政は寺域を整備しました。このことは「 笠
りゅう

系
け い

大成
た い せ い

」の秀政の項に記述がありま

すので、あとでふれます。  
    小笠原氏は元和３（１６１７）年に明石へ動きます。このとき５世住持日護は位

牌を奉じてこれに従い、さらに  小倉へも移動しました。  
 
  ③前の戸田氏の代 

    小笠原氏のあとに来た戸田氏は 全久院
ぜんきゅういん

が菩提寺でしたので、これを高崎からとも

ない、松本では空いていた本立寺を全久院とします。塔頭には智仙院・寿量院があ

ったといいます。全久院は禅宗ですから、もともと法華宗を信仰していた人々はも

とのように法華宗の寺を置いてほしいと願いました。そのため戸田氏は下横田町の

現 恵光院
え こ う い ん

ある場所に置いた 妙光寺
み ょ う こ う じ

を、寛永３（１６２６）年に本立寺の場所に移

し、全久院を恵向院のある場所へ移して入れ替えを行ったといいます。戸田氏が明

石に去るとき、妙光寺も全久院も藩主について移動しました（のちに再び戸田氏が

松本へもどるとこの両寺も松本へ戻ります）。  
 



  ④松平直政の代以降 

    次に来た松平直政は 天倫寺
て ん り ん じ

を伴ってきて、妙光寺が去ってあいた本立寺の場所へ

入れます。松平氏が松江へ移動になると天倫寺も移動し、再び空き寺になりました。  
   そこで、檀徒の人々がはかり、日右上人を六世として本立寺を再興したといいます。

それ以後明治の廃仏毀釈まで法灯が続きました。  
    このように、本立寺の場所は、藩主が変わるたびに寺が入れ替わっていた場所で

あったことがわかります。  
  ⑤小笠原秀政の年譜の記事 

    先にふれましたが、小笠原秀政の年譜には本立寺についてもう少し詳しい記述が

あります。本立寺は深志の地にあった古い草庵で須蔵坊といった、島立右近が修造

した、天正１１（１５８３）年に中田対馬守繁吉・源次郎吉直が小笠原貞慶に再興

を願いで身延山から日新上人をまねいて

中興開山とした、小笠原氏が関東へ移り

再び松本へ戻ると本立寺は衰微していた、

ちょうど京都から日禛上人が松本へきた

ので、秀政は母親の延寿院と相談して寺

を修繕し、日禛上人を中興開山として成

道山本立寺を復興した、上人はまもなく

日甄上人に住職を譲って京都に帰った、

以上のように書かれています（新編信濃

史料叢書第１２巻「小笠原秀政年譜」）。  

本立寺近辺 元禄期松本城下町絵図より
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 （２）水野氏時代の絵図から 

    水野氏時代の「元禄期松本城下絵図」   
 をみると、中町の横町から小路が門ま  
で続きその脇には水路があったように  
描かれています。  

    寺域は広く、北側が５１間（約９２ｍ）

南側が４５間、東側は１０３間あり、年

貢地の畠もありました。建物は本堂と書

院と庫裏が描かれています。  
塔頭としては２寺があったようで、門

の近くに玄良坊と圓蔵坊という名が書か

れています。南には広福寺が並び、その

東には本立寺の隠居屋敷がありました。  
 
２ 伊織霊水 
   本立寺の跡に井戸があって「伊織霊水」と名づけられています。この井戸の脇に鈴

木伊織の墓所があることに由来しています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    伊織霊水                         鈴木伊織の墓石 



   鈴木伊織については、貞享３（１６８６）年に起きた「 貞
じょう

享
きょう

騒動（加助騒動）」に

関係した伝説が残り、旧版『松本市史』に紹介されています。それによると多田加助

が 勢
ぜ い

高
た か

で処刑されるとき、水野家の重役であった鈴木伊織が江戸から早馬で藩主の

赦免状を持って駆けつけてきた、ところが 蟻ヶ崎
あ り が さ き

口の 大門沢
だ い も ん ざ わ

の橋のところまできた

ときすでに加助の処刑は終わっていた、間に合わなかった伊織は落胆し、そこから乗

ってきた馬を返した、そこでこの橋を「駒返り橋」というようになった、また、この

近辺を駒町というようになった、という話です。『松本市史』は殿様が赦免状をだせる

わけがないと、この伝説に懐疑的です。  
   貞享騒動のことを伝える史料には鈴木伊織の活躍を記すものはなく、貞享騒動と伊

織の関係ははっきりしていません。藩庁のなかでどのような立場でどう行動したかは

わかりませんが、このような伝説が巷の人々の口に上っていたことは、伊織が農民た

ちに何らかの同情をかけていたことによるのではないかと市史の筆者は推測していま

す。  
   霊水の横に石碑が２基たっています。向って右は小里頼永市長の筆になる顕彰碑、

左側の碑は伊織の墓と伝えるものです。その碑の前面に「元禄三庚午天 帰真正浄院

清岩日到居士忌儀 十月三日」とあり、裏面に「鈴木伊織頼常」とあります。伊織の

名は「頼常」、死去したのは元禄３（１６９０）年ということが分かります。安曇郡の

長尾組組手代であった 甕
もたい

忠左衛門が書き留めた「御用留日記」の元禄３年の部分に次

のような記述があります。  
「十月三日ノ夜五ツ時分、鈴木伊織殿御死去之由、同四日昼時分ニ百瀬久米右ヱ門ヨ

リ申来候」  
「十月四日伊織殿御死去ニ付、在々出家衆・庄や・百姓御悔として、蔵人殿へ参候事

無用之由被仰遣候 郷中へ申ふれ候」（『信州安曇郡長尾組組手代 御用留日記』下） 
鈴木伊織亡くなった時、村々の人々のなかに息子（蔵人）にお悔やみを言いに行こ

うとする動きがあって、藩ではそれを禁止しています。城下の鈴木宅へ集まる村々の

百姓の動きが４年前の貞享騒動のようにならないようにという藩側の警戒心からの命

令とも読み取れますが、わざわざ郷中に触れまわして禁じなければいけないような動

きが村々にはあったということです。このことは、鈴木伊織が村々の農民層から大変

支持されていたことの表れとみてよいでしょう。伊織が農村や農民にたいしてどのよ

うなことをおこなったのか大変興味があるところですが、その具体はわかっていませ

ん。  


